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２０１１年２月９日 

 

プラットフォーム事業説明会における質疑応答 

 

質疑応答 

 ：質問  

→：ＮＥＣの回答 

 

 

 重点事業について、２０１２年度の売上高１８００億円の内訳を教えてください。ま
た、２０１２年度の営業利益計画２００億円に占める割合のイメージを教えてくださ

い。 

 売上高については、ユニファイドコミュニケーション事業が約９００億円、クラ

ウド共通基盤事業が約２００億円、サーバ事業が約７００億円という内訳で

す。 

 これらの重点領域は先行投資の段階であり、まだ大きな利益が出る状況で

はありません。２００億円の営業利益は、コモン・プラットフォームやソフトウェ

アファクトリなどの施策を活用し、既存の事業領域が中心となる計画です。 

 

 プラットフォーム事業の損益をソフトウェア、ハードウェア、ネットワークに分けると
どのようなイメージですか。それが２年後（２０１２年）にどのように変化する見込

みですか。 

 ソフトウェア、ハードウェア、ネットワークの中で、かなりの部分はソフトウェア

からの利益となります。 

 ２年後についても、内訳は大きく変わらないと考えています。ユニファイドコミ

ュニケーション事業はソフトウェアの領域の比重が大きいため、将来的には利

益の大きな柱になると期待しています。 

 

 ０９年度から１２年度にかけて売上高が伸びるのはソフトウェア、ハードウェア、ネ
ットワークのどの領域ですか。 

 全ての領域で伸びます。０９年度と１２年度を比較すると、ソフトウェアは売上

高構成比率が２３％から２５％となっており、売上高の伸びも一番大きいです。

ハードウェアは構成比が下がるため、減っているように見えますが、売上高そ

のものは伸びます。ネットワーク領域はユニファイドコミュニケーションを中心

にしっかりと伸ばしていく計画です。売上高が一番大きく伸びるのはソフトウェ

ア、次にネットワーク、ハードウェアの順だと考えています。 

 



 ２ 

 どのようにしてサーバを海外に拡販していくのですか。 

 昨年４月の組織変更に伴い、ネットワークのグローバルな販売店網を活用し

てサーバを売っていける体制が整いました。これを強化することで、販売台数

を拡大していきたいと思います。 

 

 クラウドが普及するとストレージの重要性が高まると思いますが、ＮＥＣはストレ
ージ事業をどのように考えていますか。 

 クラウドが普及すると、データ量が増えるため、それを保管する場所が必要に

なります。ただ、クラウド環境では、音声、動画、画像などの非構造データが

増えることが予想されており、この領域には、これまでと違った役割のストレ

ージが必要となります。ＮＥＣは、コモン・プラットフォームを活用し、こうした役

割のストレージ製品を強化する計画です。 

 

以  上 


